






























































































































































































































































































































































































































































































































































































有 有 有 音楽担当は宇野誠一郎
兄おとうと（2003.5） 無 無 有 同上
夢の泪（2003.10） 無 無 有 同上
円生と志ん生（2005.2） 無 有 有 同上
箱根強羅ホテル（2005.2） 有 有 有 同上
夢の痂（2006.6） 無 有 有 同上
私はだれでしょう（2007.1） 無 有 有 同上
ロマンス（2007.8） 有 無 有 同上
ムサシ（2009.3） 無 無 無 音楽担当は宮川彬良
組曲虐殺（2009.10） 無 無 無 音楽担当は小曽根眞
備考：井上（2005，2010a，2010b）より作成。
で，井上の晩年の音楽劇の一つの方向を決める作品
になった。表6を見ると，『太鼓たたいて笛ふいて』
以後，井上が劇中歌にチャイコフスキーとベートー
ヴェンの両方を用いた音楽劇は『太鼓たたいて笛ふ
いて』，『箱根強羅ホテル』の2作品，どちらか一
方を用いた音楽劇は『円生と志ん生』，『夢の痂』，
『私はだれでしょう』，『ロマンス』の4作品であり，
これら6作品はすべて宇野とコンビを組んだ作品
で宇野の音楽も使用する。そして，チャイコフスキー
やベートーヴェンを使った音楽劇は2005年，06年，
07年に集中して書かれている。まるで『太鼓たた
いて笛ふいて』で蒔かれた音楽の種があちこちで開
花したかのようであるが，この時期の音楽劇を生む
土壌はモーツァルトのオペラが作ったと言えるだろ
う。
注．
（1）『頭痛肩こり樋口一葉』については坂本 2004
参照。
（2）井上の6人の役者による音楽劇の系譜につい
ては坂本2009参照。
（3）『黙阿彌オペラ』については坂本2003参照。
（4）『夢の裂け目』については坂本2011参照。
（5）『太鼓たたいて笛ふいて』劇中歌一覧は新潮社
本（井上2002）と新潮社文庫本（井上2005）
には掲載されているが，『太鼓たたいて笛ふいて』
を収録した『井上ひさし全芝居 その六』（井上
2010a）では新潮社から出版されたのに劇中歌一
覧が削除されたのは疑問である。
（6）「姿焼きの唄」の旋律に使用した「スカラ座の
宵」に盛り込まれたオペラ作品を登場順に記すと，
マスネMassenet「マノンManon」，ビゼーBizet
「カルメンCarmen」，オーベールAuber「フラ･
ディアボロ FraDiavolo」，ヴェルディ Verdi
「エルナーニErnani」，ベッリーニBelini「清教
徒Ipuritani」，ヴェルディ「シチリアの夕べの
祈りIvespriSiciliani」である。なお「スカラ
座の宵」はパヴァロッティ Pavarotti,Luciano
（1935－）が歌うCD「イタリアン・ラヴ・ソン
グ」（ポリドールPOCL-2473，1991）で聞くこ
とができる。さらに補足すれば「姿焼きの唄」の
歌詞「花鯛めでたい鯛よ／さかなの王様よ」は
『放浪記』に挿入された詩の一節「鯛はいいな／
甘い匂いが嬉しいのです」（309頁）を踏まえて
作られたと考える。
（7）『太鼓たたいて笛ふいて』の劇中歌のうち「椰
子の実」だけは藤村が作った通りの歌詞で歌い，
島崎こま子という人物にリアリティを持たせてい
る。
（8）井上のガーシュイン愛好については坂本2012
参照。
（9）ベートーヴェンの編曲民謡は彼の創作活動の中
でも主要な分野と見なされていないので日本では
ほとんど歌われないが，井上が自作品で用いた編
曲民謡の日本語タイトルから推測すると井上は
『ベートーヴェン全集第 6巻』（東京：講談社
1999年）を聞いた可能性がある。これが発売さ
れて日本でもベートーヴェンの編曲民謡をまとめ
て聞けるようになった。
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